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―
― 

や
り
が
い
は
。

阿
部
さ
ん　

草
取
り
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
お
客
さ
ま
か
ら
「
き
れ
い
に
な
っ

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
喜
び
の
声
を
聞
く

と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

菅
野
さ
ん　

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を

言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

―
― 

高
齢
者
に
行
政
か
ら
ど
ん
な
サ

ポ
ー
ト
が
あ
る
と
よ
い
で
す
か
。

佐
藤
さ
ん　

市
で
は
高
齢
者
に
対
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
一
生
懸
命
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
そ
う

し
た
市
の
支
援
施
策
な
ど
が
、
必
要
な
人

の
耳
に
し
っ
か
り

届
く
よ
う
情
報
提

供
に
も
う
少
し
力

を
入
れ
て
ほ
し
い

で
す
。

阿
部
さ
ん　

市
役
所
が
行
っ
て
い
る
業
務

の
中
で
、
高
齢
者
が
で
き
る
臨
時
的
か
つ

短
期
的
ま
た
は
軽
易
な
業
務
が
あ
れ
ば
、

セ
ン
タ
ー
に
回
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
り

ま
す
。

―
― 

市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

佐
藤
さ
ん　

議
会
な
ど
で
質
問
し
た
こ
と

が
、
そ
の
後
ど
う
い
っ
た
結
果
に
な
っ
た

か
、
お
知
ら
せ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分

の
主
義
主
張
を
超
え
て
、
一
関
市
政
や
市

民
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
議

論
し
て
ほ
し
い
で
す
。

菅
野
さ
ん　

Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
の
東
西
自
由

通
路
の
整
備
や
駅
東
口
工
場
跡
地
の
利
活

用
な
ど
、
取
り
組
み
を
早
く
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
一
関
市
は
合
唱
の
ま
ち

で
も
あ
る
の
で
、
駅
東
口
工
場
跡
地
に
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
施
設
が
あ
る
と

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
市
民
の
考
え
や
要
望
な
ど
を
行
政
に

届
け
、
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
― 

今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
。

菅
野
さ
ん　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
た

い
と
思
っ
て
い
て
、
現
在
練
習
中
で
す
。

佐
藤
さ
ん　

霜
紅
大
学
（
一
関
市
民
セ
ン

タ
ー
高
齢
者
学
級
）
に
入
り
ま
し
た
。
唱

歌
の
教
室
に
通
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん　

ゆ
っ
く
り
と
温
泉
巡
り
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

―
― 

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。

阿
部
さ
ん　

高
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
た

地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
、
健
康
で
働
く

機
会
が
欲
し
い
と
い
う
会
員
に
、
臨
時
的

か
つ
短
期
的
ま
た
は
軽
易
な
業
務
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
４
４
０
人
ほ
ど
の
高
齢
者

が
会
員
登
録
し
、

そ
の
う
ち
の
約
８

割
が
何
ら
か
の
仕

事
を
請
け
負
っ
て

い
ま
す
。

―
― 

会
員
登
録
し
た
き
っ
か
け
は
。

佐
藤
さ
ん　

経
営
し
て
い
た
お
店
を
閉

店
し
た
際
、
社
会
と
の
関
わ
り
が
欲
し
い

と
思
い
登
録
し
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん　

公
園
や
民
区
の
草
刈
り
を
一

緒
に
や
っ
て
い
た
知
人
か
ら
の
紹
介
で
登

録
し
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん　

自
分
は
草
刈
り
が
で
き
る
の

で
、
地
域
貢
献
の
た
め
に
登
録
だ
け
で
も

し
て
お
こ
う
と
軽
い
気
持
ち
で
登
録
し
ま

し
た
。

―
― 

会
員
は
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
か
。

佐
藤
さ
ん　

希
望
を
聞
い
て
も
ら
え
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験
で
き
る
の

で
面
白
い
で
す
。

菅
野
さ
ん　

会
員
と
な
っ
た
こ
と
で
、
か

ね
て
か
ら
希
望
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関

駅
東
口
交
流
セ
ン

タ
ー
の
管
理
人
の

仕
事
を
任
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

―
― 

仕
事
の
頻
度
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

阿
部
さ
ん　

会
員
の
仕
事
は
１
カ
月
に
お

お
む
ね
10
日
間
程
度
ま
で
と
い
う
枠
が
あ

り
ま
す
。

菅
野
さ
ん　

東
口
交
流
セ
ン
タ
ー
は
月
10

回
の
就
業
に
な
る
よ
う
に
、
９
人
の
会
員

で
回
し
て
い
ま
す
。
仕
事
ば
か
り
で
は
嫌

に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

佐
藤
さ
ん　

短
期
間
で
自
分
に
で
き
る
範

囲
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
と
趣
味

の
そ
れ
ぞ
れ
を
大
事
に
で
き
ま
す
。

趣味で津軽三味線を演奏。

青森県のコンクールにも参

加経験があります。

阿部 一夫 さん
一関市厳美町

舞踊を30年間続け、仲間と

一緒に介護施設などを訪問

して披露しています。

佐藤 アイ子 さん
一関市赤荻

ギターが趣味で、グループ

をつくっていきいきサロン

などで演奏しています。

菅野 義彦 さん
一関市三関

取
材
を
終
え
て

　

３
人
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
話
に
驚
く
と
と
も
に
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。「
議
会
で
質
問
し
た
こ
と

が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
知
り
た

い
」
と
い
っ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
議
会

だ
よ
り
の
中
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
今
後
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
聴
広
報
委
員　

佐
藤
幸
淑
）

高
齢
者
に
就
業
機
会
を
提
供
、
社
会
参
画
を
促
す
こ
と
で
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
一
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
。
豊
富
な
知
識
・
経
験
・
技
能
を
生
か
し
、
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
阿
部
一
夫
さ
ん
、
佐
藤
ア
イ
子
さ
ん
、

菅
野
義
彦
さ
ん
の
３
人
に
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

  
市
議
会

市
議
会    
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

- 特集 -

公益社団法人一関市

シルバー人材センター

一関市青葉２丁目１－36

 26-3760

理事長：佐藤拓平

　昭和56年７月に県

内５番目のセンター

として発足。一関地

域のほか、大東、千厩、

東山の各地域に事務

所があり、活動範囲

は市内全域。センター

では個人や企業、自

治体から仕事を請け

負い、会員登録した

高齢者に働く機会を

提供している。会員

は随時募集中。

「市政発展のため、

主義主張を超えた議論を」

佐藤委員
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補正予算

財産取得

予算

条例改正

＊ 議案第30号　令和７年度一般会計補正予算（第１号）

物価高騰への支援事業など

１億5,000万円を追加

＊ 議案第11～ 21号　令和７年一般会計予算ほか10議案

令和７年度予算が成立

まち・ひと・しごとの創生図る

＊ 議案第５号　手数料条例の一部改正

住民票などのコンビニ交付

手数料を引き下げ

＊ 議案第23号 財産の取得

新たな工業団地整備に向け

用地を取得

令和７年定例会第116回２月通常会議
２月18日～３月13日／会議期間24日間

会議では条例改正、新年度予算など議案37件を審議し、原案通り可決しました。

２月通常会議 で話し合ったこと

　第１号補正では、国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金を活用し、中小企業者や認定農業者への支援を行うための事業

費など１億4,992万円を追加しました。

　このうち中小企業者への支援については、市内に本店を置き従業

員を雇用している中小企業者に対し、交付金１億1,084万円（１個人：

３万円、１法人：５万円）を支給することとしました。また、経営に

不安や悩みを抱える中小企業者からの相談に応じるため、中小企業

診断士や税理士などの専門家を派遣するための事業費187万円も計上しました。

　令和７年度当初予算（一般、特別、企業の各会計で計11議案）は、予算審査特別委員会を設置

し、総括質疑と分野別の分科会審査を行い、本会議で全会計とも可決しました。このうち一般会

計予算は684億5,031万円で、昨年度予算と比較すると５億7,423万円の増加となりました。働

く場の創生や子育て支援などに注力した編成となっています。

（予算の内容は、広報いちのせきi-Style ４月号をご覧ください）

　建築基準法の改正に伴う確認申請手数料の改

正のほか、コンビニエンスストアなどで交付する住民票の写しなどの交付に係る手数料を引き下

げることとしました。

　新たな企業誘致に向けて整備する（仮称）一関

インター西産業用地として、萩荘地内の山林や原

野など約15haを個人（計７人）から取得することとしました。取得金額は合計3,796万円。

今後は造成工事などを行い、令和10年から分譲開始となる見込みです。

Q.  中小企業物価高騰対応臨時

交付金の対象数は。

A.  法人が1,270件、個人事業

主が1,578件である。

Q.  交付金の支給方法は。

A.  基本的にはオンラインで申

請 し て も ら い、 審 査 の 上、

口座に振り込む。オンライ

ン申請ができない場合は窓

口での申請も受け付ける。

こんな質疑がありました

Q.  今後、用地をさらに取得す

る可能性はあるのか。

A.  当該産業用地の拡張は今後

の需要、経済情勢などを踏

まえ検討していく。

こんな質疑がありました

コンビニ交付の手数料

交付する証明書 現行 引き下げ後

戸籍謄本抄本 450 円 350 円

住民票または戸籍の附票の写し 300 円 200 円

印鑑登録証明、その他証明 300 円 200 円

【主な新規・拡充事業】

⚫ 地域ビジネス創出加速化支援事業（交付金） ⚫ 新規高卒者地元就職応援事業

⚫ 外国人インターンシップ促進補助金 ⚫ 親子通園モデル事業

⚫ 起こす農業スタートアップ促進事業 ⚫ 妊婦のための支援給付金給付事業

⚫ 駅東工場跡地管理運営事業 ⚫ JR大船渡線利用促進事業

一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者

医療特別会計の予算などに反対（齋藤議員）

　ＩＬＣ誘致を重点プロジェクトとしているこ

と、介護や中小事業者への物価高などの支援策

がないこと、子育て世代を最大限応援する予算

ではないこと、全ての農家の営農継続支援がな

いこと、有機農業拡大への姿勢に本気度がない

ことなどから、予算案に反対する。

全会計の予算などに賛成（門馬議員）

　人口減少の影響が市民生活のさまざまな場面

に及び、市民ニーズも多様化する中にあって、

取り組むべき重点施策を明確に示し、財政の健

全性の確保に留意しながら、地域の活力を高め

るまちづくりを進める予算が編成されたことに

賛同する。

反対討論反対討論 賛成討論賛成討論

表決が分かれた案件

＝賛成  ＝反対  欠＝欠席　※公＝一関市議会公明党、無＝無会派

会　派 清和会 一関みらい 輝郷会
日本共産党
一関市議団

公 無
決　

議　

結　

果

氏　名

佐
藤　
　

浩

那
須　
　

勇

佐
々
木
久
助

菅
原　

行
奈

門
馬　
　

功

小
山　

雄
幸

千
田　

恭
平

沼
倉　

憲
二

千
葉　

大
作

佐
藤　

幸
淑

岩
渕　

典
仁

永
澤　

由
利

佐
藤
敬
一
郎

小
野
寺
道
雄

猪
股　
　

晃

千
葉　

信
吉

千
葉　

幸
男

岡
田
も
と
み

佐
藤
真
由
美

千
葉　

栄
生

齋
藤　

禎
弘

岩
渕　
　

優

小
岩　

寿
一

武
田
ユ
キ
子

勝
浦　

伸
行

議案第 ５ 号 欠

議 

長

可決

議案第11号 欠 可決

議案第12号 欠 可決

議案第13号 欠 可決

＊議案第 5 号　手数料条例の一部改正　　　＊議案第12号　令和７年度国民健康保険特別会計予算

＊議案第11号　令和７年度一般会計予算　　＊議案第13号　令和７年度後期高齢者医療特別会計予算

JAライス

センター

磐井川

342

（
仮
称
）一
関
イ
ン
タ
ー

西
産
業
用
地
整
備
予
定
地
▶
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駅東工場跡地の土地活用計画等検討

業務委託料（予算額4,116万円）

ＩＬＣ実現後のまちづくりに係る調査等実施

事業費（予算額1,000万円）

　跡地を管理運営する法人へ

の業務委託で、土地活用計画

の策定、開発事業者の募集が中核となる。

具体的には土地利活用事業に係る総合プロ

デューサーの募集、選定、進
しん

捗
ちょく

管理などの

業務を想定している。

A1

　研究者などの受け入れ環境や交通アクセスをはじめと

する各種インフラ整備など、ＩＬＣ実現を見据え、目指

すべきまちに必要な機能や規模などを調査、検討する。予算額はこれ

までの実績を踏まえるとともに、国などの動向に左右される可能性が

大きいことから、必要と考える額を計上した。

A2

委託する業務内容は？

事業内容と予算の積算根拠は？

Q1

Q2

　先進的な活動や特徴的な取り

組みを行っている農業経営体を

選定し、成功事例やそのプロセスを紹介する

動画を制作し、さまざまな場面で発信する。

なりわいとして農業を選択してもらうきっか

けとなることを目的としており、新たな農業

の担い手確保と育成につなげたい。

A5

事業の内容は？Q5

事業の効果は？

　キャンプに参加した学生に

行ったアンケートの結果を踏ま

えると、英会話への意欲向上や異文化に対す

る興味・関心の高まり、英語によるコミュニ

ケーション能力の向上や国際感覚を身に付け

る機会になっていると捉えている。

A7

Q7

　外国人学生に就業体験を通じ、市内

事業所で働くことについて理解しても

らうことが重要と考えている。事業者と外国人学生

双方の理解が進めば就職に結び付くことが期待され

ることから、市内事業者が海外の大学生を採用する

ために実施するイ

ンターンシップに

必要な経費に対し

て補助する。

A4

補助金の狙いは？ 予算の積算根拠は？Q4 Q3

外国人インターンシップ促進

補助金（予算額200万円）

　 親 子 通 園 が

で き る 日 を 月

に４日以上設けた家庭的保

育事業所（定員が５人以下

で、０～２歳児を対象に、

家庭的な雰囲気の中できめ

細かな保育を行う施設）に、１月当たり15万円、年

額180万円を支払うこととし、３事業所分を見込

んだ。

A3

親子通園モデル事業費

（予算額540万円）

R７新規
事業

R７新規
事業

R７新規
事業

起こす農業スタートアップ

促進事業費（予算額132万円）

R７新規
事業

地域ビジネス創出加速化

支援交付金（予算額550万円）

英語の森キャンプ事業費（予算額267万円）

R７新規
事業

支援金の内容は？Q6
　市の創業支援等事業計画で定

める講座を修了した人や、これ

から受講しようとする人を対象に、持続的に

成長できるビジネスをつくることを支援（支

援金を交付）する。支援金は起業または新た

に事業を始める準備

経費、ビジネスコン

テストへ参加するた

めの交通費などに対

して交付する。

A6

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、

２
月
28
日
と
３
月
３
日
の
２
日
間
、

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
13

人
の

委
員
が
質
疑
し
ま
し
た
。
新
規
事

業
を
中
心
に
主
な
質
疑
、
答
弁
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

予算審査特別委員会
別委員会活動報告特

契約に係る不正行為等調査特別委員会

再発防止に向け、

議会から市長に提言

　入札に絡んだ元職員、現職員の逮捕が相次いだこ

とを受け、令和６年７月に特別委員会を設置し、こ

れまで10回にわたる調査を行いました。

　調査を踏まえ、特別委員会が取りまとめた６項目

の提言は次のとおりです。

⚫ 提言事項 ⚫

1. 総合評価落札方式の導入を検討

2. 第三者機関の設置を検討

3. 特別調査単価を公表

4.  入札制度等の見直しについての評価・検証

を実施

5. 職員研修を継続して実施

6. 職員体制を充実させる

　なお、３月13日の本会議において岩渕優委員長

が調査結果を報告し、議長が市長に提言書を提出し

ました。

※委員会の調査経過、提言の詳細については

　市議会ホームページをご覧ください

一
ノ
関
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
事

務
所
開
所
式
で
看
板
を
手
に
す
る
代
表

取
締
役
の
石
川
副
市
長
（
４
月
１
日
）

CHECK !!

お金の使い道を
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⚪
副
市
長
の
２
人
目
の
選
任
を
早
く

⚪
一
関
工
業
高
校
の
市
内
で
の
存
続
を

⚪
不
登
校
対
策
は

一
関
み
ら
い

千
葉
大
作
議員

ち
ば 

だ
い
さ
く 

ジ
ロ
ウ（
柴
犬
）と
の
散
歩

QA
　

人
口
減
少
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に

食
い
止
め
、
ま
ち
の
活
力
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
上
で

さ
ら
に
力
強
い
ま
ち
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
活
力
を

維
持
す
る
こ
と
だ
け
を
目
標
に
す
る
の
で
は
な

く
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
狙
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
３
年
半
、
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
頂
き
、

一
関
の
伸
び
し
ろ
は
確
実
に
増
え
た
。
し
っ
か
り

と
作
戦
を
立
て
、さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
い
け
ば
、

力
強
い
一
関
を
必
ず
実
現
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
来
た

る
べ
き
市
長
選
に
は
、
そ
の

決
意
を
持
っ
て
挑
戦
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

その他

⚪
地
域
活
力
を
高
め
る
具
体
的
取
り
組
み
は

⚪
農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
施
策
は

⚪
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
虹
の
学
園
」へ
の
支
援
は

日
本
共
産
党
一
関
市
議
団

佐
藤
真
由
美
議員

さ
と
う 

ま
ゆ
み

 

温
泉
・
サ
ウ
ナ

Q
「
Ｔ
Ｇ
Ｃ
ｔ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
」

の
開
催
意
義
を
伺
う
。
市
内
に
も
企
画
・

演
出
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
団
体
が
あ
る
。
外
に
お
金

を
使
う
の
で
は
な
く
、
地
元
を

応
援
す
る
の
が
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
　

女
性
、
若
者
、
わ
く
わ
く
感
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。
全
世
代
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
に
し
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
。
お

金
の
使
い
先
、
発
揮
さ
れ
る
場
は
一
関
で
あ
る
。

Q

Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
東
口
工
場
跡
地
の
利
活

用
は
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
構
想
委
員
会
の
提
案
を
受
け
て
行
う
な

ど
、
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
中
で
の
土
地
取
得
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
　

駅
に
直
結
し
た
土
地
と
し
て
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。
雇
用
創
出
に
つ
な
げ

る
目
的
で
の
取
得
で
あ
る
。

その他

⚪
駅
東
口
工
場
跡
地
の
利
活
用

⚪
教
育
行
政
の
諸
課
題

市
長
の
所
信
を
た
だ
す
‼

清
和
会

佐
藤
　
浩
議員

さ
と
う 

ひ
ろ
し

 

疲
れ
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い

佐
藤
市
政
の
検
証
を

健
康
寿
命
対
策
は
い
か
に

市
民
が
希
望
の
持
て
る
市
政
運
営
を

人
が
輝
く 

人
を
育
て
る 

施
策
は

次
期
市
長
選
へ
の
対
応
は

QA
　

私
な
り
に
全
力
を
傾
け
て
、
人
口
減

少
な
ど
多
く
の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

き
た
が
、
こ
れ
に
打
ち
勝
つ
力
強
い
一
関
の
実
現

は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

QA
　

子
供
た
ち
に
力
強
い
一
関
を
し
っ
か

り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
か
ら
、
次

期
市
長
選
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

QA
　

将
来
の
公
債
費
の

負
担
が
多
い
状
況
と

認
識
し
て
い
る
が
、
歳
出
の

抑
制
と
歳
入
の
確
保
に
努
め
、

健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
る
。

議員が会派単位の行動をとっている議会において、施政方針、

教育行政方針について個々の議員の質問に先立ち、会派を代

表して行う質問。一般質問の趣旨である「行財政全般にわたっ

て、執行機関に疑問点をただし、所信表明を求めるもの」をよ

り明確に行うため、平成30年３月定例会から導入しました。

代表質問

とは？

　

代
表
質
問
は
２
月
19
日
に
５
人
が
登

壇
し
、
令
和
７
年
度
施
政
方
針
と
教
育

行
政
方
針
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

（
文
責
は
各
議
員
）

その他

⚪「
地
域
計
画
」
実
現
の
取
り
組
み
は

⚪
奨
学
金
返
還
へ
の
支
援
は

⚪
不
登
校
へ
の
対
応
は

⚪
職
員
の
人
事
管
理

⚪
園
芸
を
中
心
と
し
た
農
業
振
興

⚪
物
価
高
対
策
と
し
て
給
食
費
負
担

一
関
市
議
会
公
明
党

岩
渕
　
優
議員

い
わ
ぶ
ち 

ま
さ
る

 

短
時
間
の
仮
眠

Q

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包
摂
）
の
意
識
醸
成
や

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
の
趣
旨
と

事
業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

A
　

一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
活

躍
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲
の
人
が
そ

の
人
の
生
活
や
活
躍
を
認
め
受
け
入
れ
、
応
援
す

る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
。
多
様
性
を
認
め
、個
々

人
が
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
が
全
体
の

利
益
に
つ
な
が
り
、
一
人
一
人
の
存
在
を
社
会
が

認
知
し
、
個
人
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
社

会
の
成
長
に
つ
な
が
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

が
制
作
し
た
ア
ー
ト
作

品
を
閉
校
校
舎
の
ピ
ア

ノ
や
商
用
バ
ス
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
、
市
内
施
設
に

展
示
す
る
な
ど
し
て
見

え
る
化
す
る
。

輝
郷
会

千
葉
幸
男
議員

ち
ば 

ゆ
き
お

その他

 

ぬ
る
燗
で
晩
酌

Q

本
県
の
健
康
寿
命
は
男
性
71
歳
、
女
性

74
歳
で
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
数
歳
短

く
、
全
国
最
下
位
に
あ
る
。
健
康
づ
く
り
は
運
動
、

食
事
、
社
会
活
動
参
加
の
要
素
が
大
事
と
考
え
る

が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
の
か
。

A
　

生
活
習
慣
病
対
策
や
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
、
フ
レ
イ
ル
対
策
を
重
点
に

集
団
、
個
別
の
両
輪
で
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q

市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
１
日
当

た
り
の
配
食
能
力
は
１
万
８
５
０
食
だ

が
、
現
在
の
提
供
数
は
こ
れ
に
対
し
て
約

３
４
０
０
食
少
な
い
。
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
が
加
速
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後

の
適
正
な
在
り
方
を
伺
う
。

A
　

給
食
は
基
準
な

ど
の
定
め
が
あ
る
が
、
学
校
ま
で
の
距
離

を
考
え
、
ま
た
、
稼
働
率
の
推
移
を
注
視
し
な
が

ら
効
率
的
な
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

各 会 派の二 次 元
コードをカメラ付き
携帯電話で読み取
ると、質問の様子
をご覧になれます

単

語

帳

＊2　シビックプライド

地域や自治体に対する住民の誇りや愛着、そして
地域社会を良くするために貢献しようとする意識。

＊1　フレイル

病気ではないけれども、加齢により筋力や心身の
活力が低下し、介護が必要になる手前の健康と要
介護の間の虚弱な状態のこと。

その他

今回のテーマは・・・

＃ 疲れたときの

リフレッシュ方法は？

議員の素顔をお見せします

＃ひとこと

市
長
就
任
後
の
所
信
表
明
の
検
証
は
。

次
期
市
長
選
へ
の
対
応
は
。

次
期
市
長
選
へ
の
対
応
は
。

財
政
分
析
指
標
ク

ロ
ス
表
の
分
析
は
。

＊

1

＊

2

財
政
分
析
指
標
ク
ロ
ス

表
（
議
員
作
成
）

昨年のステージ

千厩給食センターの調理室

議場で答弁する佐藤市長

イオンスーパーセンター一関店に

設置されたストリートピアノ

©TGC teen ICHINOSEKI 2024
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教育長が考える大切な視点は

Q
人口減少社会における地

域教育行政施策の方向性

について教育長の考えを伺う。

A
　地域の未来を切り開く

人材育成のためには、課

題が生じたときに自ら考え工夫

して解決し、乗り越えられるよ

うなたくましく生きる力、自分

自身の在り方や地域の在り方を

考えられる力を育んでいくこと

が必要である。こうした力を身

に付けるには、ことばを使った

コミュニケーション能力の育成、

キャリア教育の充実が大切であ

る。そのため、地域や学校にお

ける教育の質を向上させること

が重要と考える。

その他のQ&A

⚪家庭の教育力の認識は

⚪学校規模の適正化

⚪学校運営支援協議会

⚪次期教育行政方針

 ７時間の無心な眠り

佐々木久助
ささき きゅうすけ

議
員

ＪＲ大船渡線の利活用の促進を

Q
ＪＲ大船渡線の利活用促

進のため、かつて旧国鉄

盛岡鉄道管理局管内で随一の貨物

量を誇った宮沢賢治ゆかりの陸中

松川駅をはじめ、それぞれの駅と

地域の物語を掘り起こし、鍋
なべ

弦
づる

線

と言われるゆえんや沿線の歴史、

文化に光を当て、観光スポットと

して鉄道博物館的な活用を図り、

鉄道ファンを呼び込むような取り

組みを検討する考えはないか。

A
　JR東日本や観光協会、

沿線自治体と連携しなが

ら大船渡線の歴史や文化、自然や

食 な ど の 魅 力 を 活 用 し た 開 業

100周年の記念ツアー、記念イベ

ントなどさまざまな事業を展開

し、観光素材として大船渡線を活

用することで、観光誘客と鉄道の

事業促進につなげていきたい。

その他のQ&A

⚪関係人口を増やす取り組み

⚪二地域居住促進の取り組み

⚪デュアルスクールの導入を

 落語を聴くこと

小野寺道雄
おのでら みちお

議
員

こども誰でも通園制度の今後は

その他のQ&A

⚪オーガニック給食の推進を

⚪介護事業者に緊急支援金を

⚪次期定員適正化計画は

放課後児童クラブの増設を

Q
子供の安全な放課後の居

場所づくりが地域の課題

となっている。市としての対応お

よび増設計画などは。

A
　クラブ開設に当たって

用地などの相談に応じて

いるほか、施設整備や備品購入に

係る加算、補助などを行っている。

今後の整備計画は一関小学校学区

で移転新築を進めている。この他、

現時点で整備計画はない。

Q
赤荻小学校の放課後児童

クラブは、世帯増でキャ

パオーバーの状況。近隣の用地を

市に取得するよう申し入れたが

却下されたとのこと。用地取得に

ついてどのように考えているか。

A
　恒常的に定員を超えてい

るクラブがある。必要に応

じて施設の増設などを検討したい。

Q
令和６年12月に、こども

家庭庁は「こども誰でも

通園制度の制度化、本格実施に向

けた検討会」の取りまとめを公表

し、令和７年度に制度化、令和８

年度からは全国の自治体で本格実

施する方針を示している。当市の

今後の取り組みは。

A
　保育園や認定こども園、

幼稚園などの保育施設を

利用していない生後６カ月から満

３歳未満の子供を対象に、１カ月

当たり10時間、利用料金１人１

時間当たり300円を限度に、市内

各地域１カ所ずつの公立保育施設

７カ所と、花泉地域を含む私立保

育施設10カ所程度の合わせて17

カ所程度、全地域を網羅する形で

実施する準備を進めている。

その他のQ&Aその他のQ&A

⚪ 部活動地域移行の現状と課題

⚪ 部活動地域移行の今後の
取り組み

⚪ 市長部局と連携した推進
体制の整備

⚪ 市内での民間の木質バイオマス発電
計画に対する市の対応

⚪ 一般廃棄物処理施設の余
熱の木材乾燥への活用は

⚪ふるさと納税の現状と成果

 市内のランチ食べ歩き

ＩＬＣ誘致実現の見通しは

岩渕典仁

Q
国際リニアコライダー

（ＩＬＣ）の誘致実現の見

通しは。

A
　日本政府の決断が待た

れている。早急な誘致実

現に向け、全力

で対処する。

Q
ＮＥＣプラットフォーム

ズ一関事業所跡地の整備

はスピード感も重要。財源確保の

見通しは。

A
　令和８年度から順次整

備を進め、財源は国、県

の補助金や起債を活用したい。

Q
産金の歴史を生かした地

域活性化や観光振興のた

め、日本遺産「みちのくGOＬD

浪漫」への加入の考えはないか。

A
　市内には産金の歴史が

あり、活用や整備を教育

委員会などとの協議を通じて可能

性を探りたい。

いわぶち のりひさ

議
員
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那須　　勇　議員 ……… 13

永澤　由利　議員 ……… 13

猪股　　晃　議員 ……… 13

千葉　栄生　議員 ……… 14

菅原　行奈　議員 ……… 14

 旅番組を見てマップ検索 温泉でゆっくり癒やす

議
員

議
員 岡田もとみ

おかだ もとみ

沼倉憲二
ぬまくら けんじ

第116回 ２月通常会議

　一般質問は２月20、21日の２日

間で13人の議員が登壇し、活発

な議論を展開しました。

（文責は各議員）

今回のテーマは・・・

＃ 疲れたときの

リフレッシュ方法は？

議員の素顔をお見せします

＃ひとこと

＊3　キャリア教育

子供や若者の社会的・職業的自立に向け、必要な
基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャ
リア発達を促す教育。

単
　
語
　
帳

用語のひとこと解説コーナーです

＊3

＊4

単

語

帳

＊4　産金の歴史

岩手県から宮城県にかけての地域はかつて金の産
地として知られ、近代まで金の採掘が行われてい
たといい、一関市内にも金山跡が残っている。

　二次元コードを読み取ると、
各議員の一般質問の様子を
ご覧になれます！

定員超過の状態にある赤荻クラブ

「こども誰でも通園制度」のロゴマーク 地域の未来につながる教育を

素粒子測定器の

模型展示

陸中松川駅

を同時刻に

発車する上り

と下りの列車
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今回のひとこと  ＃ 疲れたときのリフレッシュ方法は？

放課後児童クラブ支援を ＪＲ一ノ関駅周辺整備は放置された竹林整備は

Q
放課後児童クラブの意義

について、市の認識は。

A
　子育て支援において、

欠くことのできない重要

な仕組みであり、その必要性や重

要性は今後ますます高まっていく

と考えている。

Q
施設の必要性や重要性を

十分認識しているのであ

れば、市独自の財政的な支援を含

め、あらゆる手立てを講ずるべき

だ。放課後児童クラブの財政状況

について、市の認識は。

A
　毎年、指定管理料や放

課後児童健全育成事業委

託料の返還金はあるが、市が開設

する各クラブの代表者会議や、日

ごろの相談などから、厳しいもの

と捉えている。

 熟睡爆睡ひたすら寝る

議
員

農業の振興方策は

その他のQ&A

⚪ JR大船渡線100周年を契機とした活
性化策は

⚪ 無人駅となっている駅の
活用方法について

⚪他市との連携構築の進
しん

捗
ちょく

千厩アイスアリーナ再開は

Q
休止している千厩アイス

アリーナの現状と再開に

向けたスケジュールを伺う。

A
　営業終了後の点検で、

スケートリンク冷却用の

液漏れが発見された。不凍液の全

量回収作業を進めている。

Q
修理、修繕ができたら再

開する認識でよいか。

A
　状況に応じて検討をし

ていく。

Q
市婦人消防協力隊の名称

変更に伴う法被、その他の

更新費用に対する市の支援を伺う。

A
　市婦人消防協力隊運営

費補助金交付要綱に基づ

き、各婦人消防協力隊が行う活動

に対して補助金を交付している。

法被の襟先に入る名称や更新に係

る費用は、基本的に補助金対応と

考えているの

で、個人的な

負担はない。

Q
市の竹林面積は、国有林

も含めた森林面積の約

1000分の１程度だが、放置され

た竹林が及ぼす竹害について考

えは。

A
　倒れた竹が電線や道路

にかかる、竹の根が広範囲

に広がり周囲の山や畑などに侵入

する、野生動物のすみかとなり農

作物被害が拡大する恐れがある、

人の立ち入りができなくなること

などが考えられる。

Q
竹林整備に係る補助事

業は。

A
　森林所有者や地域住民

などが実施する竹の伐採、

竹林の作業道の整備、粉砕機の購

入など事業費の一部を補助する

制度がある。３人以上で構成する

活動組織で、実施に当たっては市

に相談して

ほしい。

その他のQ&A

⚪伐採した竹林の活用策

⚪ 自伐型林業者への支援にJ-

クレジットを活用する考え

⚪ 林内作業車、重機などの
購入支援

 山歩き

議
員

Q
今後の当市の園芸や畜産

の振興ビジョンをどう考

えているか。

A
　農林業振興計画に基づ

き、園芸はトマト、ピーマ

ンなどの振興作物の生産を推進し、

産地の確立と高い所得に結び付く

農家の育成を目指す。畜産は中核

的担い手の育成に努め、生産基盤

の維持拡大を図り、地域内一貫生

産体制を推進するとともに、いわ

て南牛の生産体制の確立を目指す。

Q
振興ビジョン達成のための

具体的な取り組みはあるか。

A
　市独自の補助事業の交

付要件を見直すとともに、

農業従事者の減少が見込まれる

中、ロボットやAＩを活用する農

業DX（デジタルトランスフォー

メーション）の推進は有効な手段

と捉えており、関係機関や生産者

と一緒に研究

していきたい。

その他のQ&A

⚪ 農林業振興計画における
農畜産物の生産、販売指
標の達成状況

その他のQ&A

⚪ 国民健康保険税の引き
下げ

⚪自衛隊への名簿提供

Q
一関商工会議所移転後の

土地の利活用をどのよう

に考えているか。

A
　一関商工会議所が建物

を解体し、更地として土

地の所有者である市に返還。JR

一ノ関駅西口という利便性の高い

場所であることから、市街地活性

化に資する事業に活用したい。活

用策は民間事業者からの公募によ

る事業提案を受ける。

Q
一ノ関駅東西自由通路整備

の今後のスケジュールは。

A
　JR東日本と令和６年

10月１日付で、基本計画

調査の実施に係る協定を締結し

た。調査は令和７年10月までを

履行期間とし、既存跨
こ

線橋を改修

し一部を自由通路として活用する

ことの実現可能性を判断する。現

時点で調査を行っており、スケ

ジュールを示

す段階にない。

猪股　晃
いのまた あきら

 遠くを見る

那須　勇
なす いさむ

その他のQ&A

永澤由利
ながさわ ゆり

⚪ 教職員の働き方改革の取
り組みは

花泉地域の公共施設整備は

Q
花泉総合福祉センターの

空調設備故障の修繕、大

ホールの非常用扉の隙間から寒気

や雨水が入り込むことへの対応、

花泉のシンボル花と泉の公園にあ

るキッズランドモーリーへの空調

設備の設置、花泉第２体育館の補

修と存続を望むがどうか。

A
　花泉総合福祉センター

の空調設備は平成20年に

大規模改修を行った。その後は不

具合箇所のみ修繕してきた。扉の

隙間はテープを貼る対応で本修繕

となっていない。花と泉の公園の

キッズランドは、夏はスポット

クーラーや大型扇風機、冬はブ

ルーヒーターなどで対応してい

る。花泉第２体育館は懇談会でも

存続を要望されており、話し合い

を重ねていく。

 コーヒーで一息

議
員

その他のQ&A

 日帰り温泉に行く

齋藤禎弘
さいとう よしひろ

⚪脱炭素社会への転換推進は

⚪職員の意欲向上方策は

 ひきたてコーヒーで一服

佐藤敬一郎
さとう けいいちろう

議
員千葉信吉

ちば のぶよし

＊6　跨線橋

鉄道線路の上をまたぐ橋。JR一ノ関駅構内では、
西口改札、各ホーム、東口改札をつなぐ通路が跨
線橋の形になっている。

＊5　キッズランドモーリー

閉館したベゴニア館を改装し、令和４年６月にオー
プンした乳幼児から小学校低学年向けの屋内型公
園。砂場やボルダリングの壁がある。

議
員

議
員

単

語

帳

＊8　農業DX

生産や流通、販売、マーケティング、二酸化炭素
排出対策なども含めた農業に関わる全てを最先端
技術やデータ活用を通じて変革しようとすること。

＊7　千厩アイスアリーナ

平成６年に開館した屋内スケートリンク。製氷用
の不凍液配管設備が破損したため、令和６年度冬
季の営業が休止となった。

＊8

＊5

＊6

＊7

東西自由通路と

して活用できる

かを調査してい

る跨線橋

振興作物の一つ

であるイチゴ

放置竹林の

伐採と活用

策が課題研修を受ける隊員

公共施設の整備は迅速に

市内にある放課後児童クラブ
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今回のひとこと  ＃ 疲れたときのリフレッシュ方法は？

公共交通の充実を

Q
バスの減便で、高校生が

舞川方面から市街地へ移

動するのに支障を来しているが状

況は。

A
　摺沢駅と一ノ関駅間の

民間バスは、令和５年５

月に一ノ関駅方面へ向かう朝の便

が廃止され、高校生が通学に利用

できなくなっていた。同年９月に

全線廃止となった後は、その時刻

表のまま廃止路線代替バスを運行

している。

Q
以前、ＪＲによるAＩオ

ンデマンド交通があった

が、ＪＲでの運行終了後、市で導

入しなかった理由は。

A
　運行エリアが他の公共

交通と重なっており引き

継がなかった。AＩオンデマンド

交通は、将来的な運行形態の一つ

と捉えている。

その他のQ&A

⚪特定空家等の取り組み

⚪不登校問題

⚪東西自由通路の早期実現

⚪ 青果市場の事業終了によ
る影響

林業振興の現状は

Q
市産材の利用推進におけ

る課題として建築用材が

そろわないことへの対応は。

A
　市木材カスケード利用

協働協議会の中で建築用

材の調達情報の共有が課題と聞い

ている。どのような形で需要側と

供給側の情報交換をしたらよいか

といったことが、これからの取り

組みになっていく。

Q
レーザー測量後の台帳を

生かすためにも地域との話

し合いの場を設ける考えはないか。

A
　今後の林業経営をどの

ようにしていくか集落地

域一体で検討していただくことも

あると考えている。

Q
林業の担い手不足を解消

するため、教育や機械購

入などの補助を強化する考えは。

A
　支援についても必要に

応じて対応していく。

その他のQ&A

 温泉で四季を感じる

⚪ 産業振興施策の取り組み
状況は

 遠出をして自然を満喫

千葉栄生
ちば えいき

議
員菅原行奈

すがわら あんな

議
員

単

語

帳

＊9　木材カスケード利用

木材を建材などの資材にした後、ボードや紙への
利用を経て、最終段階では燃料にするなど、余す
ことなく使い尽くすこと。

〒021-8501

一関市竹山町７番２号　議会事務局

 21-8604 ／ FAX 26-5556

議会メールアドレス
gikai@city.ichinoseki.iwate.jp

ホームページは
こちら

　一関市議会では、開かれた議

会を目指して、広く市民の方々

からご意見を頂戴するため、議

会モニターを募集します。

⚫ 募集人数  10人程度

⚫ 活動期間   委嘱の日から令和

８年３月31日まで

　詳細については、市議会ホー

ムページで確認いただくか、議

会事務局へお問い合わせくださ

い。皆さまのご応募をお待ちし

ております。
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「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
）」
の
本
格
実
施
に
向
け
、
保

育
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
設
備
、
衛
生
管
理
な

ど
の
施
設
基
準
や
、
職
員
配
置
、
職
員
の
技

能
向
上
な
ど
の
運
営
体
制
に
関
し
て
必
要
な

基
準
を
条
例
で
定
め
る
も
の
。

　

な
お
、
利
用
定
員
や
利
用
時
間
、
利
用
料

金
な
ど
は
条
例
に
は
規
定
せ
ず
、
実
施
要
項

を
定
め
て
実
施
し
ま
す
。

議
案
の
概
要

Q 令和６年度の利用実績は。

A
令和６年８月から令和７

年１月までの利用者は、

延べ 71 人であった。

Q
令和６年度の試行的実施

を経ての課題は。

A
利用時間の調整。施設の

負担を考慮し利用時間を

午前中としたが、保護者からは午

後４時まで利用したいという希望

があった。

意見
こども誰でも通園制度を

利用できる市民に、市で

この制度に取り組んでいることが

知られていない。周知にしっかり

取り組んでほしい。

本会議での質疑

　

保
護
者
の
就
労
有
無
や
理
由
を
問
わ
ず
、

０
〜
２
歳
の
未
就
園
児
を
保
育
施
設
に
預
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。
月
一
定
時
間
ま
で
の
枠

の
中
で
、
時
間
単
位
な
ど
で
柔
軟
に
利
用
で

き
ま
す
。

　

０
〜
２
歳
児
の
保
育
施
設
利
用
は
両
親

が
働
い
て
い
る
場
合
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

た
た
め
、
国
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
令
和

５
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
、
令
和
６
年
度
に
試

行
的
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者

の
育
児
負
担
の
軽
減
や
孤
立
感
の
解
消
に

つ
な
が
る
、
子
供
の
社
会
性
が
身
に
付
く
、

保
育
士
か
ら
の
指
導
で
年
齢
に
適
し
た
育

児
を
学
べ
る
、
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

と
は
？

　

令
和
６
年
度
に
市
内
三
つ
の
保
育
施
設

（
一
関
あ
お
ば
保
育
園
、
東
山
こ
ど
も
園
、

は
な
ほ
こ
ど
も
園
）
で
試
行
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

試
行
的
事
業
の
実
施
に
よ
る
課
題
を
踏
ま

え
、
事
業
の
理
解
や
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
令
和
７
年
度
は
利
用
可
能
な
保
育
施
設

を
17
カ
所
程
度
に
増
や
す
予
定
で
す
。

一
関
市
の
取
り
組
み
は
？

深 掘 り

議 案 を

市議会が検討した議案を詳しく

お知らせします。

２月通常会議 議案第６号

一関市乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の制定

今回の深掘り議案

令和６年度の実施内容

利用時間
週１日

午前９時～正午

利用時間上限 月10時間まで

利用料金 １時間300円

利用実績

（R6.8～R7.1）
延べ71人

170時間

一関市議会

モニターを

募集します

多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
た
子
育
て
支
援
を

一関～大東間を

運行する廃止路

線代替バス

里山づくり

に取り組む

自伐型林業
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　大船渡市山林火災に対しましてお見舞いを申し上げます。被災

された皆さまが一日でも早く平穏を取り戻されますことをお祈り

申し上げます。令和７年度予算審議を経て、課題解決に向け、議

会一丸となり取り組んでいます。「市民と議員の懇談会」や「議会

モニターとの意見交換会」を通し、議員の顔と、どのような意見

があったのかを知っていただけるとうれしいです。これからも進

化する議会だよりにご期待ください。（委員　永澤由利）
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　「縄文の炎 藤沢野焼祭」で知られる藤沢町。沿道

に野焼き作品が並ぶ藤沢ならではの景観を描きま

した。石（意志）を積み上げたモニュメント「希望

のケルン」が住民自治への意気込みを伝えています。

野焼き作品のあるまち

イラストレーター：有華（市内在住）
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　私の家は市の埋蔵文化財包蔵地内にありま

す。住宅とは別に築約400年のかやぶき屋根

の家があり、天井裏の小部屋には十字架のよ

うな造作が施され、宣教師や神父をかくまっ

て祈りをささげた場所ではないかと思われま

す。キリシタンの隠れ部屋だったとすれば現

存するのは東北で唯一、国内では２例目にな

るそう。藤沢町は旧仙台藩の領地で鉄の主産

地でした。厳しい弾圧を受けながらも信仰を

貫いた独自の文化があったようです。この珍

しい文化圏が歴史に埋没しないうちに、民俗

記録として後世につなげてほしいと思います。

　どんな一関であったら良いかをイメージ

してみました。子供が伸び伸び遊べる公園、

雨や雪の日もお年寄りと一緒に笑顔で過ご

せる空間があるまち。今は核家族が多いの

で、お年寄りと触れ合える機会も増やせそう

ですし、体の不自由な方もそこで自由に過ご

せるといいなと思います。公共交通も充実さ

せて100円ほどでどこまでも行けるとか。一

度まちを出た若者も子育てするなら一関に

戻って来てほしい。その時は空き家が役に

立つと思います。格好良くリノベーションす

ると、まちも生き生きよみがえると思います。
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議会モニターとの意見交換会

市民目線で議会に提案
令和６年度２回目の議会モニター

と議員の意見交換会を３月 26 日

に開催しました。

議会モニターからは「議員も地域

に出向いて市民の意見を聞いてほ

しい」、「魅力を感じられる議会に

してほしい」といった意見や「学

生議会を企画してはどうか」と

いった提案がありました。頂いた

意見や提言を全議員で共有し、議

会活動に生かしてまいります。

先人たちの思いを

次世代につなげたい

誰もが過ごし
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